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阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に

　
宇
治
市
で
も
か
な
り
の
揺
れ
を
感
じ
た
今
年
一
月
の
兵
庫
県
南
部
地
震
。

五
千
五
百
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
り
、
多
く
の
方
が
家
を
失
い
ま
し
た
。

改
め
て
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
き
の
大
震
災
を
教
訓
に
、
市
で
は
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
緊

急
防
災
対
策
づ
く
り
、
府
南
部
の
広
域
圏
で
の
震
災
対
策
の
資
料
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都
市
直
下
型
地
震
を

想
定
し
た
計
画
に

　
　
「
宇
治
市
地
域
防
災
計
画
」

は
、
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
の
備
え
と
な

る
も
の
。
昭
和
三
十
九
年
に
定

め
ら
れ
て
か
ら
、
必
要
の
あ
る

た
び
に
見
直
し
や
追
加
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
計

画
は
風
水
害
へ
の
備
え
を
中
心

と
し
て
い
て
、
都
市
直
下
型
地

震
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い

た
め
、
一
日
も
早
く
補
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
六
月
一
日
の
防
災
会

議
で
、
こ
の
計
画
の
見
直
し
を

捉
案
。
承
認
さ
れ
た
た
め
、
具

体
的
に
着
手
す
る
も
の
で
す
。

緊
急
対
策
も
併
せ
て

　
こ
の
大
震
災
で
は
多
く
の
生

命
や
財
産
が
失
わ
れ
、
救
助
・

避
難
体
制
、
道
路
・
通
信
・
輸

卜
危
険
な
と
こ
ろ
は
な
い
か
、
造
成
地
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー

　
ル
（
写
真
は
植
物
公
園
建
設
工
事
現
場
で
）

送
網
の
確
保
、
災
害
情
報
の
把

握
、
耐
震
基
準
の
忌
殴
し
な
ど
、

雨期です。
大雨に備えを

　
六
月
十
一
日
は
「
入
梅
」
。

本
格
的
な
雨
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。

様
々
な
問
題
点
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
計
画

の
見
直
し
は
宇
治
市
だ
け
で
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

今
後
作
ら
れ
る
国
や
府
の
計
画

を
考
え
併
せ
て
い
く
必
妥
か
ら
、

長
期
に
わ
た
っ
て
の
作
業
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
と
し
て
は
、
防
災

計
画
が
見
直
さ
れ
る
ま
で
の
暫

定
的
な
も
の
と
し
て
「
緊
急
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
仮
称
）
」
も

並
行
し
て
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
策

定
の
作
業
に
あ
た
る
「
地
震
対

策
委
員
会
（
仮
称
）
」
を
設
置
、

市
・
府
の
職
員
、
学
識
経
験
者

か
ら
な
る
専
門
委
員
を
委
嘱
・

任
命
し
ま
す
。
中
で
も
学
識
経

験
者
に
は
市
内
の
京
都
大
学
防

災
研
究
所
か
ら
五
人
の
先
生
方

を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
、
就
任

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

近
隣
の
市
町
と
連
携
し
て

　
こ
の
ほ
か
、
府
の
南
部
五
市

五
町
で
構
成
す
る
京
都
南
部
都

市
広
域
行
政
圏
推
進
協
議
会
で

は
、
各
市
町
が
連
携
し
て
震
災

対
策
を
目
指
そ
う
と
、
広
域
防

災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
を
発

　
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
や
土
砂

崩
れ
な
ど
の
災
害
が
全
国
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

五
月
二
十
二
日
卯
、
池
本
市
長

を
は
じ
め
市
や
府
の
関
係
者
約

七
十
人
が
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
。
市
内
の
造
成
地
や
河
川

な
ど
、
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
場

合
危
険
と
思
わ
れ
る
個
所
を
視

察
、
的
確
な
防
災
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
備
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
地
の
多
い
わ

が
国
で
は
地
す
べ
り
や
が
け
崩

れ
、
土
石
流
な
ど
に
よ
る
土
砂

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
、
災
害

が
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
生
命
や

財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
う
結
果

に
な
り
ま
す
。
山
間
地
や
山
す

そ
を
切
り
開
い
た
造
成
地
の
多

い
本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ツ
プ
）
づ
く
り
に
着
手
、
各
市

町
の
共
通
資
料
と
し
て
震
災
対

策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
れ
ら
の
計

画
な
ど
が
作
ら
れ
る
度
に
、
本

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く

予
定
で
す
。

－

－
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足
。
広
域
的
な
防
災
体
制
を
定

め
る
圏
域
計
画
の
策
定
や
基
礎

資
料
を
整
備
し
ま
す
。
基
礎
資

料
と
し
て
は
、
強
震
地
域
や
液

状
化
危
険
度
な
ど
を
地
図
に
し

た
災
害
予
測
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ

　
【
語
句
説
明
】

◆
地
域
防
災
計
画

　
住
民
の
生
命
や
財
産
責
蔵
・

豪
雨
・
洪
水
・
地
震
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
関
係
機
関

や
他
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

協
力
を
得
て
作
ら
れ
た
一
定
地

域
で
の
防
災
に
関
す
る
計
画
。

都
道
府
県
や
市
町
村
ご
と
の
計

画
、
指
定
を
受
け
た
複
数
の
都

道
府
県
・
市
町
村
の
指
定
地
域

の
計
画
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

傍聴しませんか

◆
防
災
会
議

　
災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
、

市
町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
も
の
。
宇
治
市
の
ほ

か
、
国
、
府
、
自
衛
隊
、
通
信
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
公
共
的
団

体
な
ど
二
十
三
団
体
・
機
関
で

構
成
し
て
い
て
、
地
域
防
災
計

画
の
作
成
と
そ
の
実
施
の
推
進

を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
］
企
画
管
理
部
総
務
課
（
内
線
2
0
5
2
）

施
す
る
日
を
変
え
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

便
槽
へ
の
浸
水
防
止
を

　
く
み
取
り
式
の
便
所
は
一
時

的
で
あ
っ
て
も
水
が
入
っ
て
し

ま
う
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
口
が
横
ぶ
た
式
の
場

合
は
、
土
の
う
・
ナ
イ
ロ
ン
袋

な
ど
で
浸
水
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

マ
ン
ホ
ー
ル
式
の
場
合
は
、
ふ

た
を
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
水
を
通

し
に
く
い
物
で
覆
い
、
重
し
を

置
０
　
て
密
閉
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
家
庭
の
く
み
取
り
口
に
応

じ
た
浸
水
防
止
法
な
ど
、
詳
し

く
は
城
南
衛
生
管
理
組
合
（
昔

0
7
5
6
？
―
）

へ
。
な
お
、
収
集
日
に
は
土
の

う
・
ナ
イ
ロ
ン
袋
な
ど
を
取
り

除
き
、
く
み
取
り
作
業
に
支
障

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
議
会
の
本
会
議
を
傍
聴
で

き
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
す
か
。

　
市
議
会
の
定
例
会
は
三
月
・

六
月
・
九
月
・
十
二
月
の
年
四

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
本
会
議
は
各
委
員
会
で
審

査
さ
れ
て
き
た
議
案
、
請
願
な

ど
に
つ
い
て
議
員
全
員
で
議
決

し
た
り
一
般
質
問
し
た
り
す
る

場
で
す
。
中
で
も
一
般
質
問
は

市
長
出
席
の
も
と
で
市
政
全
般

に
わ
た
り
質
形
容
す
る
場
で
、

市
の
施
策
の
現
状
や
将
来
の
方

向
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
最
も

親
し
み
や
す
い
議
会
活
動
と
言

え
ま
す
。
こ
れ
は
各
定
例
会
に

三
日
間
開
催
さ
れ
、
簡
単
な
手

続
き
で
だ
れ
で
も
自
由
に
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
議
会
は
選
挙
に
伴
い
、
四

月
三
十
日
か
ら
新
し
い
構
成
に

な
り
ま
し
た
。
議
員
の
議
会
活

動
や
市
政
を
身
近
に
知
る
た
め

に
、
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
六
月
定
例
会
の
一
般

質
問
は
六
月
十
四
日
俐
か
ら
十

六
日
面
ま
で
の
三
日
間
、
午
前

十
時
開
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
（
容
2
0
・

8
7
4
7
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

493

降
り
方
が
激
し
い
と
思
っ
た
ら

　
突
然
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
少
し
で
も
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
周
辺
の
地
形
や
水
は

け
な
ど
身
の
回
り
の
状
況
を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難

の
方
法
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
い
、
確
か
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
、
一
時
間
に
二
十
ミ

リ
以
上
か
、
降
り
は
じ
め
か
ら

百
ミ
リ
以
上
の
降
雨
に
な
る
と
、

土
砂
災
害
へ
の
十
分
な
注
意
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
降

り
方
が
激
し
い
と
感
じ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

に
耳
を
傾
け
る
と
共
に
、
辺
り

の
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
、
ご
注
意
を
。

　
ま
た
、
側
溝
や
水
路
に
ご
み

や
土
砂
が
た
ま
る
と
、
わ
ず
か

な
雨
で
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
地
域
や
家
庭
で
、

側
溝
や
雨
ど
い
を
点
検
・
掃
除

す
る
な
ど
、
身
近
な
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
　
溝
掃
除
専
用
容
器
の
ご
利
用
を

　
市
で
は
町
内
会
な
ど
に
、
溝

掃
除
な
ど
で
出
た
土
砂
を
入
れ

る
容
器
を
貸
し
出
し
、
後
日
土

砂
と
一
緒
に
回
収
し
て
い
ま
す
。

溝
掃
除
を
実
施
す
る
十
日
前
ま

で
に
環
境
事
業
所
（
内
線
3
0

0
4
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
容
器
の
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
や
む
を
得
ず
実

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

防災計画見直

しに着手

市議会を傍

聴しません

か府民芸術劇場

羽田健太郎の

ゆうもあコンサー

ト

ゆうもあコンサート

　7月1日拙蛸心萌粉面緬佃

文化センター大ホール　　　‥･

問い合わせ　巽宇治市文化ｾﾝﾀｰ容20-2111
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指定席4

,

000円ノ

自由席一般　3
,

000円

　　　高校生以下2
,

000円

　　(当日各500円増し)

]大阪セレンレヂ丁ﾘ]十交響楽団ﾌﾟ(管弦楽)

]藤卜絆俳拙ﾚ■I回宍二二………回し]yl=

汐宍仏フ枡郊対,ﾗ斯二]□

柚特雅即ﾒ頌は㈲㈲が人ほか]
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医師の指示を守ろう

服薬をはじめ、お医者さんの指

家庭医を持とう

病気や体質など

r把握しているの、

゛、治療効果も高

診療時間内に受診しよう　　ー

急病など特別な場合は別として、

保険証を忘れずに

初診のときは忘れずに保険証

重複受診はやめよう

　医療機関が変わるたびに検査

早期発見・早期治療を

爛刄り尤^/

E療費もか

　国民健康保険課では、市民の健康づくりを支援するた

め、「世代間交流スポーツ教室」や「医療と福祉を考え

る市民講座」をはじめ、各種イベントでの健康相談・健

康づくり啓発コーi-ーの開設などの事業を行っでいます。

これらは「ヘルスパイオニアタウンうじ事業」として、

健康で明るく生き生きとしたまちづくりを、保健・医療・

福祉・教育の分野を通じで進めているものです。

濠１〉市国保診療費の推移

　
　
　
　
れ
ら
の
診
療
費
に
尹

　
　
　
　
会
計
が
負
担
す
る
浬

一
　

四

に

は
ヽ
．
Ｉ
国
な
ど
の
負
堤

　
　
慮
拓
？
<
ｆ
ｆ
ｌ
(
？
M
o
’
　
l
ｉ
i
Ｐ
Ｓ
E

圃

^tEぼ

み
ん
な
が

／
適
正
受
診
を

Ｉ 　 　 レ 1 ｀ 〃 1 　 　 　 　 心 ｀ i ノ 入 マ 　 　 ／ ・

◎
宇
治
市
ﾍ
転
入
し
た
と
き
　
◎
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
の
披
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
　
◎
子
供
が
生
七

国
民
健
康
保
険
加
入
は

　
　
1
4
日
以
内
に
届
け
出
を
！
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増
え
続
け
る
市
国
保
診
療
費

　　　い
こ　　ま
こ　　す
で　　Ｏ
本
市＊
の
国
保
診
療
費

医
療
費
が
毎
年
増
加
し
続
け
て

退
職
・
老
人
の
加
入
者
区
分
別

（
＊
）
に
見
る
と
、
老
人
が
実

に
六
割
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。

(2)

　
私
た
ち
は
、
い
つ
病
気
や
ヶ
ガ
を
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

き
、
み
ん
な
で
医
療
給
付
を
負
担
し
よ
う
と
設
け
ら
れ
た
の
が
、
健
康
保

険
制
度
で
す
。
そ
の
中
で
、
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る
の
が
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
で
す
。
今
回
は
、
現
在
の
国
保
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〈表３〉国保会計保険給付費負担額

診
療
費
の
合
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国民健康保険課（内線2265）

〈表２〉１人当たりの年間の診療費（5年度）

　（　）内は全国平均を100としたときの数値

区　分 一　般 退　職 老　人 全体

入　院　　円65,767
(97.9)

　　　円134,546
(104.9)

　　　　円

468,269

(139.8) 　　　円150,359
(119.9)

入院外
73,928
(108.0)

181,716
(112.8)

355,554
(129.8)

141,208
(119.7)

計
154,827
(101.4)

341,728
(108.2)

845,916
(134.3)

309,411
(118.0)

　
国
保
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
し
か

し
近
年
、
医
療
内
容
の
高
度
化

や
診
療
報
酬
の
改
定
、
さ
ら
に

は
受
診
機
会
の
多
い
高
齢
者
の

加
入
割
合
の
増
加
を
背
景
に
、

の
最
近
の
動
向
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
六
年
度
の
国
保
診
療
費

は
、
全
体
で
約
百
十
九
億
円
で

す
が
、
そ
の
う
ち
約
半
分
を
占

め
て
い
る
の
が
入
院
分
で
す

（
表
１
参
照
）
。
こ
れ
を
一
般
・

　
次
に
、
一
人
当
た
り
年
間
の

診
療
費
が
ど
れ
く
ら
い
か
見
て

み
ま
し
ょ
う
（
表
２
参
照
）
。

計
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
中
で
も
老
人
分
は
三
四

％
も
高
く
、
一
人
当
た
り
年
間

八
十
五
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
受
診
率
（
医
療
機

関
に
掛
か
る
頻
度
）
は
、
ほ
ぼ

全
国
平
均
並
み
で
す
が
、
一
日

当
た
り
費
用
額
が
高
い
た
め
、

全
国
平
均
よ
り
医
療
費
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
か

あ
り
ま
す
。

％
を
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
保
険

料
で
賄
っ
て
い
ま
す
（
表
３
参

照
）
。
医
療
費
が
高
く
な
れ
ば
、

当
然
保
険
料
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く

旨
と
適
正
受
診
に
心
掛
け
声
ｙ

う
。

　
＊
一
般
・
退
職
・
老
人

　
一
般
＝
老
人
保
健
や
退
職
被

保
険
者
該
当
以
外
の
国
保
加
入

者
。

　
退
職
＝
退
職
被
保
険
者
。
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
て
老
人
保
健
を
受
け

て
い
な
い
人
と
、
そ
の
扶
養
家

族
。

　
老
人
＝
老
人
保
健
該
当
者
。

七
十
歳
以
上
か
、
六
十
五
歳
以

上
の
寝
た
き
り
老
人
で
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
る
人
。

Illlllllll IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII

平成７年度の保険料

④所得割率-9.0％

②均等割額…１人につき19,400円

③平等割額…１世帯につき27.700円

　賦課限度額…480,000円

　(賦課限度額の国基準は７年度52万円)

①１年間の収入額から、収入の種類に応じて控除を行っ

た後の額（総所得金額）から、さらに基礎控除額（33

万円）を引き、それに所得割率を掛けたもの。

②被保険者数に均等割を掛けたもの。

③平等割額

　１年間の保険料は①十②十③で算定されます。この

金額が48万円を超える場合は、保険料は48万円となり

ます。

無
保
険
の
ま
ま
放
置
す
る
と
最
高
2
年
間
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
が
掛
か
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す

胆
鸚
灘
冒
鱗
灘
贈
言
言
四

ヘルスパイオニアタウンうじ事業

医
療
費
増
加
に
歯
止
め
を

い
ま
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と

健康を支える医療費は大切に使おう

六
つ
の

　
　
ポ
イ
ン
ト

本
市
の

診
療
費
の
特
徴
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(3) 宇治市政だよ

ります)、生涯学習センターC〉対

象…精神保健福祉に関心のある人、

ボランティア活動希望者。先着50

人　圃資料代(2000円)を添えて宇

治ボランティア活動センター(a

22-5650、社会福祉協議会内)へ。

■市民ボランティア入門教室

　[〉６月22日～７月20日(フ月13

日を除く)の木曜、午後７時～９

時、総合福祉会館。土・日曜に１

日体験学習[〉対象…高校生以上で

ボランティアを始めたいと思って

いる人。先着40人[＞1000円　困宇

治ボランティア活動センター(a

22-5650)。

公民館・青少年センター

・中央公民館(昔20-1411)

　<市民講座～宇治・山城地名風

土記〉地名を通じ宇治・山城の歴

史と文化を学びます。[＞7月６日

～27日の木曜、午前10時～11時半

[＞講師…日本地名学研究所所長・

池田末則さん　困同館。先着60人。

■小倉公民館(昔22-4687)

　く成人講座～素晴らしき自転車

の旅〉約７年かけて世界一周７万

5000kmを旅した永谷彰朗さんのお

話。[＞6月21日～フ月５日の水曜

の３回、午後１時半3時半回

同館。

・広野公民館(ZS41-7450)

　〈幼児家庭教育学級〉じ＞日程・

内容は右上表。おおむね午前10時

～正午E〉対象…乳幼児を持つ親。

先着30人[〉調理実習には材料代が

必要E〉保育…満２歳以上の幼児。

おやつ代500円(10回分)必要。

　
今
回
の
消
費
生
活
講
座
は

「
快
適
な
生
活
の
知
恵
」
に
つ

い
て
の
講
座
で
す
。
知
っ
て
い

れ
ば
便
利
な
こ
と
や
身
体
に
良

iiiiiiriiiiiiiiiiiiiiitiiiiiiiiniiiiii川川iinriiiiiiiiii

6/23(i)
ライフサイクルについてみる
子育てについて

6/30(4)根を菱えば木は育つ

7/14吻
幼児期におけるam菅理と
家庭のあり方

7/21(4)子どもの成長と親のa割

7/23(4) 幼児の交通事故防止と地域の
防m.について

8／4吻 家庭教育～現状と課題～

8/t1吻 遵びで育つ社会性

8/18吻 やさしい子どもに育てるには

8/25倒 心のつながり……
楽しい食卓作り

9／1倒 子どもの気持ち

■大久保青少年センター（344-7

447)　〈こども茶道教室〉【〉６月

24日出午前９時～正午[〉対象…小

～中学生､先着20人C〉参加費…100

円　回同センター。　くおはなし

会〉[＞14日出･28日團午後3時半～

4時[＞対象…幼児と小学校低学年。

スポーツ

■地域巡回ニュースポーツひろば

　E〉①6月15日困＝西大久保小学

校②16日出＝平盛小学校③19日(月)＝

大開小学校④22日困＝大久保小学

校⑤23日㈹＝小倉小学校、いずれ

も午後７時半～9時半[〉①⑤＝ソ

フトバレーボール・インディアカ

②③④＝ソフトバレーボール・バ

ウンドテニス。上靴持参で　回市

民体育課(内線2621)。

■トレーニング機器実技講習会

　[＞6月24日出午後１時～と３時

半～の２回、黄壁体育館[〉対象…

15歳以上の人(中学生は不可)。

各先着30人＞1000円　[1]18日(日)午

前９時から同館へ直接。顔写真

(３×2.5センチ)が必要。囲同

館(容33-4001)。

福祉

■市民手話教室

　＞6月20日～８月１日の火曜の

７回、午後７時半～９時。総合福

祉会館じ＞対象…18歳以上の健聴者、

先着45人レ内容…聴覚障害者が生

活体験を話す講座、実技指導など

　[5]6月19日(月)までに福祉総務課

消費生活講座を開催

い
こ
と
を
こ
の
機
会
に
生
活
の

知
恵
と
し
て
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

◇
時
間
・
：
午
前
1
0
時
～
正
午

（
2
3
日
は
午
後
１
時
半
～
４
時
、

2
9
日
は
午
前
９
時
2
0
分
～
午
後

Ｌ
時
）

◇
会
場
…
市
役
所
大
会
議
室

（
2
3
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員
…
先
着
5
0
人
（
６
月
2
9

日
の
施
設
見
笑
語
我
昴
人
）

◇
参
加
料
…
無
料

◇
修
了
証
…
４
回
以
上
の
参
加

者
に
は
宇
治
市
長
の
修
了
証
を

お
渡
し
し
ま
す

◇
申
し
込
み
・
：
商
工
課
（
内
線

C
S
1
0
C
1
(
N
1
L
O
）
°

〈
魚
の
す
め
る
水
に
す
る
た
め
に
必
要
な
水
量
〉

　
川
の
汚
れ
の
原
因
の
石
口
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
が
、
私
た
ち
の
家

庭
の
台
所
や
洗
濯
、
風
呂
な
ど

か
ら
出
る
生
活
排
水
に
よ
る
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
ス
プ
ー
ン

一
杯
（
二
十
ｄ
）
の
て
ん
ぷ
ら
油

を
流
せ
ば
、
魚
が
住
め
る
水
に

戻
す
た
め
に
は
浴
槽
二
十
杯
も

の
水
が
必
要
で
す
。

　
六
月
は
「
狸
責
問
」
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
美
し
い
川
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
普
段
の
生
活
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ち
ょ
つ
と
し
た
心
掛
け
や

工
夫
が
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻

す
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
…
環
境
保
全
課

（
内
線
2
2
5
5
）
。

川
に
油
を
流
さ
な
い
で

生
活
排
水
が
川
を
汚
し
て
い
ま
す
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(内線230G)へ。

■デイ・サービス

　　〈料理教室〉[＞6月30日出午前

９時半～午後１時半、総合福祉会

館[＞対象…市内在住で体に障害の

ある人[＞500円　圃6月27日(火)ま

でに社会福祉協議会(322-5650、

ファクス22-5654)。

■在宅老人家族介護者教室

　E〉6月17日出、午後１時半～３

時半、市小倉デイサービスセンター・

同在宅介護支援センター[＞テーマ…

介護用具の活用と施設見学　[Ill 4

日困までに宇治明星園デイサービ

スセンター(323-6115)へ。送迎

希望者は同時に申し込みを。京阪

宇治駅前に午後１時集合。

お知らせ

・阪神・淡路大震災被災住宅修繕

　融資利子補給金交付制度

　C＞対象…７年１月17日現在市内

に住所があり、市が被災住宅とし

て認定した家屋を金融機関などか

らの融資により修繕した人[＞補給

額…被災住宅を修繕するために金

融機関から融資を受けた額(限度

額200万円)の年利率3％に相当

する額[＞補給期間…借り入れ後１

年間　[116月30日倒までに交付申

請書を商工課(内線2219)へ。

・水源地見学ツアー

　　　　　　。　　あらいぜき　天ケ瀬ダム、南郷洗堰などを見

学しよう。[〉７月27日附、午前９

時JR宇治駅前集合(小雨決行)

[＞対象…市内の小学生とその親じ＞

うちの人

気者

第1064号
||1111111111111111111111111111111111111111111111111

50)円　圃往復はがきに住所、氏

名、年齢、電話番号を書き６月30

日出までに財河川環境管理財団大

阪事務所(〒570守口市外島町4－

18・水源地めぐり募集係、2S06-9

94-0535)へ。

■キャンプセンターと野外教具の

　夏季期間の使用事前申し込み

　[〉使用期間…炭山キャンプセン

ターと野外教具(飯ごう、テント、

なべ)とも７月21日出～８月31日

俐(キャンプセンターは８月18日

倒午後５時～20日(日)は使用不可)

[〉対象…市野外活動指導者証を持

つ人がいる青少年団体　[16月23

日出までに印鑑持参で市民体育課

(内線2621)へ。使用許可は調整後

決定。

・育成学級夏期学生アルバイト募集

　じ〉７月21日出～８月31日困(日

曜と８月13日~16日は除く)、午

前8時半～午後５時[＞内容…市内

各小学校の育成学級児童の指導補

助[＞賃金…時給850円　圃市販の

履歴書(要写真)に必要な事項を

書き、６月21日附までに社会教育

課(内線2618)へ本人持参で。

‐宇治川鵜飼い

　[＞6月17日出～８月31日閑、喜

撰橋たもとで午後７時からt＞○乗

合船＝大人1500円、子供700円○

貸し切り船= 10人乗り２万2000円、

15人乗り＝３万3000円、20人乗り＝

４万4000円、30人乗り= 6万6000

円　困宇治川観光通船(a21-2328)

　回同社か観光協会(容23-3334)。

西川　将弘ちゃん(I歳)'

　　　　　(伊勢田町毛語)

圃広報課（内線2070）

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協

議
会
で
は
、
「
平
和
こ
そ
が

次
代
へ
の
最
高
の
遺
産
で
あ

る
」
と
の
願
い
か
ら
、
被
爆

の
地
・
広
島
で
、
子
供
た
ち

に
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
や
戦

争
の
悲
惨
さ
を
知
り
、
人
の

命
の
貴
さ
や
「
平
和
」
の
大

切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、

小
・
中
学
生
の
広
島
訪
問
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
７
月
2
7
日
俐
～

2
8
日
面
（
往
復
バ
ス
）
▼
対
尿
：

市
内
在
住
の
小
学
６
年
生
と

中
学
１
年
生
（
昨
年
参
加
し

た
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

▼
定
員
・
：
4
0
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
靴
聾
・
：

無
料
▼
応
募
方
法
よ
旦
接
来

庁
か
、
は
が
き
に
「
広
島
参

加
」
と
①
住
所
②
氏
名
（
ふ

吟
か
な
）
③
性
別
Ｗ
嘉
名
・

学
年
⑤
保
護
者
名
⑥
電
話
番

号
（
連
絡
先
）
を
書
い
て
、

６
月
2
0
日
㈲
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
企
画
管
理
部
総

務
課
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
課

（
内
線
2
0
5
2
）
へ
。

　
市
で
は
、
友
好
都
市
で
あ

る
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
に
中
学
生
恋
派
遣
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
親
萱
釜
輩
通
し
、

国
際
性
を
持
っ
た
青
少
年
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

四
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
。
今
年
も
次
の
と
お
り

団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
と
き
・
：
８
月
1
8
日
面
～

2
5
日
面
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

の
中
学
生
▼
定
員
…
1
0
人

（
市
立
中
学
校
各
校
１
人
、

私
立
中
学
校
等
１
人
を
抽
選

し
て
決
定
）
▼
参
加
費
・
：
約

1
0
万
円
（
渡
航
手
続
き
の
費

用
は
除
く
）
▼
応
募
方
法
・
：

６
月
1
2
日
向
～
2
3
日
吻
に
所

定
の
書
類
に
作
文
を
添
え
、

秘
書
課
へ
。
作
文
の
テ
ー
マ

は
「
中
学
生
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
派
遣
事
業
に
応
募
し
て
」

で
、
４
０
旦
子
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
。
応
募
用
紙
は
同
課

と
市
内
中
学
校
に
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
課
（
内

線
Ｑ
乙
０
５
７
）
Ｏ

小
・
中
学
生
広
島
訪
問

中
学
生
を
派
遣

広
島
で
学
ぼ
う
、

平
和
の
貴
さ
を

友
好
都
市

カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ

講座・教室

■城南地域職業訓練センターの講座

　圃同センター(346-0688)。

　　〈簿記初級〉t＞7月５日～９月

６日の月・水曜(一郎木曜)、午

前９時半～午後４時半＞1万2500

円。　〈ワープロ初級Ve r 5〉

[＞7月21日~8月22日の火・金曜、

午後６時半～９時＞1万3500円。

　〈ロータス123初級〉E〉7月12日

～8月２日の水曜午後６時半~9

時、土曜午前９時半～正午[〉9000

円。　くパソコン・ウィンドウズ

入門〉C〉7月20日~8月７日の月・

木曜、午後６時半～９時[〉9000円。

　　〈ロータス123上級〉[〉７月20

日~8月７日の月・木曜、午後６

時半～９時E〉9000円。　くパソコ

ン・プログラミング初級〉l＞7月

23日～Q月３日の日曜、午後１時

～３時半[＞9000円。

■城南勤労者福祉会館の教室

　　〈夏の料理教室〉E〉7月９日(日)

午後１時~4時[＞1500円[〉先7S2A

人回同館(S46-0780)。

■聴覚言語障害者教室

　t＞6月25日(日)午後１時半～３時

半、宇治公民館[＞内容…防火・防

災講座｢震災の教訓｣[＞対象…聴

覚に障害がある人、先着30人　圃

社会教育課(ファクス22-3040)。

・第１回精神保健福祉公開講座

　精神保健(心のやまい)の制度

や法律について学び、関連施設で

体験学習をします。＞6月22日～

７月27日の木曜の６回、午後２時

～３時半(体験学習は時間が異な

日　程 内　　容 講　師

6/16吻
家電製品の安全

な使い方

松下ﾃｸﾆｶﾙｻｰﾋﾞｽ

田中　仁之さん

6/23圀
乳業セミナー

骨の老化とその対策

浜松医科大学教授

井上　哲郎さん

6/29Ⅲ

施設見学会

積水ハウス総合研究所
一ハイタッチリサーチパークー

7／7 fij
見えないおしゃれ

の話

㈱ワコール

田中美奈子さん

7/u廊 くらしと税金
上京税務署広報官

富永徹也さん

　　　　　天ぷら油
'ら^匹･ 謳ﾀ溺多醗弼m>/ﾀ^'″

極多就‾7 農函夥観側e&iﾀ'･
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磁Ｅ 良則留読図額多9。
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(

癌弘一

　　　SCX⊃11S 盈錐別留回夕　　。

さ『 凛凛ﾀ　　　　　　　。
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催
し

　
　
1
4
1

◆
歩
こ
う
会
・
：
吸
月
1
8
日
㈲
午

前
８
時
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
集
合
。

観
音
正
寺
・
安
土
城
跡
方
面
。

約
1
2
キ
ロ
、
健
脚
向
き
、
昼
食
・

雨
具
な
ど
持
参
。
雨
天
時
は
2
5

日
面
。
牧
原
さ
ん
（
0
2
3
・
2

2
6
2
）
。

◆
混
声
合
唱
団
マ
ー
ノ
ン
ー
ト

ロ
ッ
ポ
演
奏
会
…
結
成
後
初
め

て
の
演
奏
会
。
６
月
1
8
日
㈲
午

後
２
時
開
演
、
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル
。
５
百
円
。
曲
目

「
小
さ
な
人
魚
姫
の
も
の
が
た

り
」
な
ど
。
山
田
岑
ん
（
音
2
3
・

2
6
9
1
）
。

◆
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

第
2
6
回
定
期
演
奏
会
…
６
月
2
4

日
ｍ
一
午
後
６
時
半
開
演
、
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
７
百
円

（
前
売
り
５
百
円
）
。
曲
目
「
た

な
ば
た
」
、
組
曲
『
ホ
ル
ベ
ア

の
時
代
か
ら
』
よ
り
プ
レ
リ
ュ
ー

ド
な
ど
。
脇
坂
さ
ん
（
音
2
3
・

4
4
6
0
乙
）
ｏ

市
民
情
報
短
信

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会
・
：

７
月
３
日
㈲
午
後
ト
時
～
１
時
、

宇
治
公
民
館
。
上
靴
が
必
要
。

５
百
円
。
山
岡
さ
ん
（
ａ
０
７

５
°
４
６
１
°
1
8
2
8
）
ｏ

◆
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
デ
ー
：

自
由
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
楽
し

む
ほ
か
、
教
室
も
開
催
。
６
月

Ｈ
日
㈲
、
1
8
日
㈲
午
後
よ
マ
、

東
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
雨
天
中

止
）
。
中
学
生
以
上
。
里
‘
オ
ー

プ
ン
・
：
７
月
２
日
向
午
前
９
時

～
、
黄
柴
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
雨
天
中
止
）
。
高
校
生
以
上
。

千
円
（
Ｉ
チ
ー
ム
）
。
岩
口
さ

ん
（
a
2
3
・
6
5
6
9
）
。

　
　
募
集

◆
宇
治
朝
霧
コ
ー
ラ
ス
・
：
と
も

に
歌
う
喜
び
を
あ
な
た
も
／
・

毎
週
火
曜
午
前
1
0
時
～
正
午
、

宇
治
公
民
館
。
会
費
月
２
千
５

百
円
。
小
林
さ
ん
（
容
2
3
・
3

1
3
7
）
。

◆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
・
：
春
の
小

川
か
ら
命
く
れ
な
い
ま
で
。
出

来
立
て
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎

月
第
２
・
４
金
曜
午
後
１
時
半

～
３
時
半
、
宇
治
公
民
館
。
会

費
未
定
（
実
費
）
。
初
心
者
に

お
貸
し
で
き
る
琴
が
何
面
か
あ

り
。
佐
藤
さ
ん
（
0
2
2
・
7
6

3
4
）
。

◆
民
謡
同
好
会
・
：
初
心
者
歓
迎
。

一
緒
に
お
け
い
こ
し
ま
し
ょ
う
。

毎
月
第
２
・
４
月
曜
午
前
1
0
時

～
正
午
、
木
幡
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
。
会
費
月
干
５
百
円
、
プ

リ
ン
ト
代
百
円
。
早
水
さ
ん

（
0
3
2
・
1
8
4
3
）
。

昔

め

ぐ

り
特集

阪
神
・
淡
路
大
震
災

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫

県
南
部
地
震
）
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
宇
治
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
に
設
け
ら
れ
た
、
阪
神
大
震

災
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
通

じ
て
、
四
人
の
市
民
の
体
験
談

か
ら
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奮

闘
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
が
頑
張
り
ど
こ
ろ
な
ん
で
す
」

　
阪
神
大
震
災
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局
　
江
崎
美
子
さ
ん
（
5
3
）

　
地
震
発
生
一
週
間
後
の
一
月

二
十
四
日
に
西
宮
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
向
か
い
ま
し
た
。
町
並

み
の
中
を
歩
い
て
セ
ン
タ
ー
へ

向
か
う
途
中
、
訳
も
わ
か
ら
ず

涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト
イ
レ
の

く
み
取
り
を
し
ま
し
た
。
ご
み

袋
を
何
枚
か
重
ね
て
、
汚
物
を

ひ
し
や
く
で
す
く
い
入
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
、

一
つ
ず
つ
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
物
資
の
仕
分
け

な
ど
何
度
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
多
い
こ
と
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ
ン

　市制15周年記念゛模擬市会､、

市内の小中学生の代表による熱弁がふるわれました。

　　　　　　　　(昭和41年7月31日)

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
が
共
同

で
、
二
月
十
日
に
震
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

私
を
含
む
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
事
務
局
と
な
っ
た
阪
神
大

震
災
支
援
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
日

に
で
き
、
五
月
十
五
日
ま
で
で

合
計
二
百
十
一
人
に
、
支
援
先

を
紹
介
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
被
災
地
も
見
た
目
は

落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
頑

張
り
ど
こ
ろ
な
ん
で
す
。
外
国

人
や
障
害
者
と
い
っ
た
社
会
的

に
立
場
の
弱
い
人
、
ま
た
行
政

の
手
が
届
き
に
く
い
人
に
は
こ

れ
か
ら
も
、
手
を
差
し
延
べ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
で
き
ま
し
た
」

　
北
横
島
学
区
福
祉
委
員
会

委
員
長
　
橋
本
隆
さ
ん
（
5
5
）

　
一
月
二
十
二
日
が
学
区
福
祉

委
員
会
の
発
会
式
で
、
そ
の
と

き
に
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
い
い
で
す
ね
え
と
い
う
よ
う

な
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
炊
き

出
し
を
す
る
団
体
を
募
集
し
て

い
る
と
聞
い
て
、
役
員
会
で
諮

っ
た
ら
、
す
ぐ
に
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
二
十
六
日
の
朝
、
炊
き

出
し
の
メ
ン
バ
ー
が
車
と
電
車

で
芦
屋
の
打
出
浜
小
学
校
の
避

難
所
に
向
か
い
ま
し
た
。
午
後

四
時
半
か
ら
一
時
間
で
焼
き
そ

ば
と
ス
ー
プ
、
三
百
食
を
つ
く

り
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
二
十
五
人
が
こ
の
炊
き
出
し

に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
実
際

に
は
も
っ
と
多
く
の
人
に
支
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ッ

ク
や
鉄
板
な
ど
を
貸
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
そ
ば
を
安
く
分
け

て
い
た
だ
い
た
り
。
お
お
げ
さ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
つ

の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
と
い
う

こ
と
で
、
私
達
の
学
区
福
祉
委

員
会
は
ま
と
ま
っ
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　　　　　　子育て会てんとう虫

　広野公民館の家庭幼児教育　特に一人目の子供のときは知

学級の修了者有志が、今後も　らないことばっかりで苦労す

お互いに交流を続けようとい　るんです。私もいろいろと教

うきっかけで始まりました。　わりました。子育てで家に閉

　月２回、季節に応じて、子　じこもりがちな人は、ぜひー

供と一緒に遠足にいったり、　度のぞいてみてください」と

公民館で節分の豆まきやお面　代表の仲さん。

作りなどいろんな活動をして　　取材日の太陽が丘での遠足

います。去年は消防の人に、　は参加者が少なかったのです

人工呼吸などの救急看護法も　が、普段は親子24人で、ワイ

習いました。　　　　　　　　　ワイと活動しています。活動

　「子供を家で育てていると　は毎月第１・３金曜午前lO時

ストレスがたまりがちになり　から正午。会費は月300円。

ます。そんな時には、みんな　問い合わせは仲さん（雲44-3

でおしゃべりするのが一番。　901）へ。

「
社
会
に
恩
返
し
を
す
る
歳
に
な
り
ま
し
た
」

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
石
橋
忠
昭
さ
ん
（
5
0
）

　
地
震
の
朝
、
「
こ
れ
は
普
通

の
状
況
で
は
な
い
。
何
か
を
し

な
け
れ
ば
」
と
、
自
分
の
中
の

何
か
が
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

に
行
き
、
登
録
を
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
活
動
は
大
学
生
の
福

祉
サ
ー
ク
ル
の
六
人
と
一
緒
に

子
供
た
ち
に
お
も
ち
ゃ
を
配
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
行
っ
た

▲芦屋市の打出浜小学校で焼きそばづくり

日
が
た
ま
た
ま
、
お
風
呂
に
出

掛
け
て
い
た
の
で
子
供
が
あ
ま

り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
方
な

く
、
道
端
に
お
も
ち
ゃ
を
並
べ

た
ん
で
す
よ
、
映
画
の
寅
さ
ん

み
た
い
に
。
一
緒
に
行
っ
た
若

い
人
た
ち
と
話
を
し
て
い
る
と

若
者
を
見
直
し
、
日
本
も
捨
て

た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
二
回
目
は
被
災
者
追
悼
式

の
参
列
者
が
通
る
道
を
整
地
す

る
土
木
作
業
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
会
社
人
間
で
や
っ
て
き

た
け
れ
ど
、
今
は
社
会
や
地
域

に
恩
返
し
を
す
る
時
期
が
や
っ

て
き
て
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
体
が
動
く
歳

の
う
ち
に
気
が
付
い
て
良
か
っ

た
で
す
。

「
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
や
る
」

三
十
一
日
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
に
友

人
三
人
と
持
て
る
だ
け
食
べ
物

や
衣
類
や
ら
の
荷
物
を
持
っ
て

行
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
で
す
。
道
行
く
人
に

聞
き
、
救
援
物
資
な
ど
が
届
か

な
い
近
所
の
人
だ
け
で
暮
ら
し

て
い
る
よ
う
な
小
さ
な
避
難
所

で
物
資
を
渡
し
な
が
ら
、
東
灘

小
学
校
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
飲

ま
ず
食
わ
ず
で
往
復
し
、
帰
り

の
電
車
の
中
で
、
や
っ
と
持
っ

て
き
た
お
弁
当
を
艮
べ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
お
ぜ
ん
ざ
い
の
炊

き
出
し
を
友
人
と
行
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
活
動
し
ま
し
た
が
、
’

三
月
か
ら
は
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
き
ま

し
た
。
芦
屋
南
小
学
校
で
の
救

援
物
資
の
仕
分
け
が
中
心
で
し

た
。
最
近
は
力
仕
事
が
多
か
っ

た
の
で
腰
を
痛
め
て
休
養
中
な

ん
で
す
。

　
　
「
気
負
わ
ず
、
気
張
ら
ず
、

無
理
し
な
い
」
。
と
い
う
の
が
私

の
ポ
リ
シ
ー
で
７
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と

を
や
る
も
の
で
、
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い
人
は
多
い
ん
で
す
。

私
に
は
陰
で
支
え
て
く
れ
て
い

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
持
っ

て
行
く
救
援
物
資
も
友
人
、
知

人
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
分
け
て
も

ら
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

は
一
人
で
ど
ん
ど
ん
す
る
人
か

ら
、
今
回
初
め
て
の
人
ま
で
四

人
四
様
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
７
印
っ

た
人
の
関
心
が
高
ま
り
、
始
め

よ
う
と
思
っ
た
人
、
始
め
た
人

が
増
え
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。
今
後
の
被
災
さ
れ

た
人
た
ち
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
層
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る

人
、
登
録
し
た
い
人
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
（
霖
丿
一
・

９
３
２
３
、
社
会
福
祉
協
議
会

内
）
へ
。

496

皆さんとつくるページ

交
差
点

◇投書コーナ¬「私もひとこと」…身近な話題や提案など

を400字程度で。写真も歓迎◇昔めぐり…市内で撮った懐

かしい写真を。いずれも採用分には粗品をお送りします◇

市民情報・短信…市民サークルの催しや会員募集などを。

前月20日（必着）までに。営利・宗教・政治活動は掲載で

きません。【送付・連絡先】広報課（宇治琵琶33､Q22－

3141内線2069）へ郵便か持参で。

サークルさ

あ来る
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